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抹茶に よる変化 を通 して の 血糖 自己測定の試み
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，
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　　　　　　　 the　Powder 　Green　Tea　and 　the　Meal　by　OGTT
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1　 は じめ に

　平成14年の厚生労働省の 実態調査 1） で 、 推計人

ロ あて はめ に よる 日本の糖尿病の患者数は約740

万人、予備軍 と し て 可能性を否定で きな い 人 を

含め る と1，620万人で、平成ll年の 患者約212万人

に比 べ 約7．9倍 （予備軍を入れて 1β70万 人）の 大

幅 な増加 を示 した 。 こ の 増加の 背景と して 、 日

本入の い わゆ る節約遺伝子 と共に脂肪 の 多 い 食

事内容と運動不足が取 り上げ られて い る 。 さら

に病気に なっ た場合 は薬物療法が加 わる 。 通常

の 生活の 中で 最近特 に緑茶 は生活 習慣病の 予 防

の 上 で さまざまに とりあげられ て い る 。 緑茶の 中

で 、 抹茶 は茶 道を通 して た しな ま れ て 来て お

り、 喫茶 と共 に和菓子 を摂取 して い るに も関わ

らず 「抹茶を飲 む人 は 血糖値が 高 くない 」 とい

う巷間の 言い 伝 えが ある 。 そ うい う食後過血糖

を防 ぐ現象が ある の か、こ の 点を確認した い と

考えた 。

　 また糖尿病は silent 　killerとい われ、症状が

は っ きりした時はすで に か な り進行 して い る こ

とが多 く、 血糖 の 自己測 定によ っ て 自己の 価を

知 っ て お く必要があ る とい われ て い るが 、現時

点で は 日常的 にその 測定の 機会が容易 で あ る と

は い えない
。 今回健康な学生 を対象に して ブ ト

ウ糖負荷試験 （以下OGTT ）と 、 日常的なブ ラ

ンチ とを設定 し、学生が血糖測定に関心 を持 っ

て 、自己血糖 測定する こ と、就職時に啓蒙に 自

信 をもて る こ と を 目標 に実験 と ア ン ケ ー ト調

査 、 食事状況 ・生活活動調査 とを行 っ た 。 以下

に こ れ らの 結果 を述 べ る 。

H　 実験及び測定方法

1　 実験方法

（1） 測定 日時

　OGTT 　平成 15年 7 月31日〜 8 月 3 日

　ブ ラ ン チ平成15年 9 月26日〜10月 1 日

　　　　　　　　　　　　　　　　 （4 日間）

（2＞ 対象者　富山短期大学食物栄養学科学生

　　　　　 28名 （男子 3名 、 女子 25名）

（3｝ 測定器　ニ プ ロ フ リ
ース タイル

　　　　　　 （ニ プ ロ 株式会社）

　 　　　　　同 ライ トシ ョ ッ ト ・ラ ン セ ッ ト

　 　　　　　同　セ ンサー　 同　メータ

  　試料　 ニ プロ フ リ
ー
　 ス タ イル ラ ン セ ッ ト

　　　　　で 採血 した約 O．3μ 1の 血 液 、 OGTT

い しづ か　み つ よ　（食物栄 養学科）　　 おおすが　よ うこ　（食物 栄養学科）
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　　　　　用 トレ ー
ラ ン 75 　 225ml 、抹茶

　　　　　 （
“
羽 衣3500

”
福寿園 CHA 研究セ ン

　　　　　 タ ー） 1．5gを秤量 し150mlの お湯で 常

　　　　　 法 どお りたてる 。

　　　　　 ブラ ン チ （おに ぎり ・
み そ汁 ・和 え

　　　　　物 ・漬物）

（5＞ 測定方法　酵素電極法に よ る 。

　　　　グ ル コ
ー

ス デ ヒ ドロ ゲ ナ
ー

　ゼ ニ プ ロ

　　　　フ リース タイル セ ンサーを用 い て 、グ

　　　　ル コ ース が代謝され る際に得 られ る電

　　　　子 を電極で 検出 しサ ン プ ル 中の グ ル

　　　　 コ ース の 濃度 を測定する 。

　　　　測定は、抹茶飲用 時は抹茶飲用直後を0

　　　　分 として 30分後、60分後、120分後血糖

　　　　値 を測定 ；抹茶非飲用 時、それ ぞ れ の

　　　　 コ ン トロ
ー

ル （抹茶の み 、白湯の み ）

　　　　 も同様に行っ た 。

2　 食事状況 ・生活活動

（1＞ 調査 日　 平成 15年 7 月31 日〜 8 月 3 日、同

　　　　 　　　10月 9 日
〜12日 、 同12月 4 日〜

　 　 　 　 　 　 　 7 日

　　　　　　　計12日間

（2） 対象者　前述28名の 中の 7 名 （男子 3 名、

　　　　 　　　女子 4名）

（3） 調査方法　対 象者の 日常の 食事摂取状況 を

　　　　 　　　調査 し （留 置法）、摂取 エ ネル

　　　　　　　ギ
ー量 を算出する と共に、一

日

　　　　　　　の タイ ム ス タ デ ィ を測定し て 消

　　　　　　　費エ ネル ギ ー量 を算出 した 。

皿　結果および考察

1　 抹茶飲用 による血糖値の 変化

　抹茶飲用時の OGTT 測定結果 と抹茶飲用時の ブ

ラ ン チ 測定結果の 平均値の 検定結果 を 《表 1》に

示 した 。

　抹 茶飲 用の 有無 に つ い て t検 定 の 結果、30

分、 120分で 有意差が 認め られ （p 〈．05）、60分

で は有意差が認 め られ なか っ た 。 抹茶飲用時 ・

ブラ ンチの t 検定の結果、30分、60分、120分す

べ て 有意差 は認め られ なか っ た。

《表 1》血 糖値平均値の 検定　 ※ p＜．05

30分

　 　 B

　 　 C

　 　 D60

分 A

　 　 B

　 　 C

　 　 Dl20

分A

　 　 B

　 　 C

　 　 D

A　　 B　　 C

　 　 　 ※　 　 　
一

※

※

一
　 　 ※ 　 　 ※

※ 　 　
一
　 　 ※

※ 　 　 　※ 　 　 　一

D

一

※

OGTT 抹茶 ・飲用A 非飲用B 　ブ ラ ン チ 抹茶 ・

飲用C 非飲用D

　また同時刻にお けるOGTT とブ ラ ン チ の 平均値

で は 、 抹茶飲用 時で は120分で 、 非抹茶飲用時で

は 30 分 、 120 分 で 有意差 が 認め られ た （p ＜

．05） D

　 グ ル コ
ース とブ ラ ン チ につ い て抹茶飲用の 有

無の 比較で は、グ ル コ ース の 場合 は30分 と120

分 とにお い て抹茶飲用時 に血 糖値は有意に抑制

されて い たが、ブラ ン チの 場合 は こ の よ うな明

らか な結果は見出せ な か っ た 。 また グ ル コ
ース

とブラ ン チの 比較 にお い て 抹茶飲用 の 30分 と60

分では有意差 は認め られず 、 120分後に の み有意

差が 認め られ た 。 またこ の比較で は抹茶非飲用で

は30分 、120分共に有意差が 認め られた 。 こ れ ら
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は 抹茶の 飲用 で は30分の 時点 で グ ル コ
ース が抑

制され、一
方ブ ラ ン チ で は 当然消化分解に時間

がかか るため と考 えられる 。

　お茶の血糖 ヒ昇抑制作用 に つ い て は カ テキ ン

類に よる と考え られ て い る 2〕 が、必 ずしもカ テ キ

ン 類だ けで は な い とい う報告 もある 3） 。今回 の場

合 は抹茶が全草で ある こ とがお そ らくイ ン ス リ

ン抵抗性 の 改善に 寄与 して い る もの と考え られ

る。4｝

2　 血糖 自己測定

　血糖測定は 医療行為で あ り、医師の 指示で行

うこ とに な っ て い る。今回富山医科薬科大学の

医師の 指導の F で 、 　 「ニ プ ロ フ リ
ース タイル 」

を用 い て血糖 測定 を行 っ た 。

　血糖測定 は、　
“
自覚症状が ない

”

と い う糖尿

病の 特性か ら して、ほ とん ど唯
一

数字で本人が

知 る メ ル ク マ
ー

ル と い える の で 、 栄養士 課程の

学生がその 重要性 を理解す る こ とは必要 と考 え

る。今回 その 理解 の 度合 い を知る ため に、実験

終了 の 時点で 、 ア ン ケー トを実施 した 。 対象学

生 として 、   食物 栄養学科の 本抹茶飲用研究 の

卒業研 究生 28名  同科 の 他の 卒業研 究生 24名 

幼児教育学科28名に つ い て 、同
一

ア ン ケ ー
トを

実施 した 。 《表 2 》 に ア ン ケ
ー

トの 結 果 の う

ち 、 血 糖値 を含 め た バ イタ ル サ イン に 関す る 部

分 をの せ た 。 血 圧 ・体 温 ・脈拍 に関 して は  と

  の 食物栄養学科 の 学生 と  の 幼児教 育の 学生

には 大差 は ない が 、 血糖値 に関 して は対象の う

ち 、   食物栄養学科の 本抹茶飲用研究の 卒業研

究生 28名は し っ か り自己血糖値に つ い て 理解 し

て い る と い える 。 また測定が 進むに つ れ て その

経時変化 に も、自己の 血糖 値に 興味 を深め て い

た 。

　 血糖測定、特 に 空腹 時血 糖 の 測 定を考 える と

で きるだ け測定 まで の 時間が 短か い ほ ど負担 は

少な い 。 今回 の 対象学生の 参加の様子 と測定毎

の 意欲を通 して い える の は 、 健康時か ら で きる

か ぎり医師の 指 示の 得 られ る身近 な場所で気軽

に血糖値を測定して お けば、い ずれ 必 要とな っ

た 時点で 自己測定の 意欲につ なが る と考えた 。

3　 食事状況 、 生活行動 と血糖値

　食事状 況で は エ ネル ギ
ーの 摂 取量 は所要量 よ

りも少 な く、 と くに 休 日 の 朝食 は 欠食傾 向で

あ っ た 。 男子 ］名は習慣的 に欠食で あ っ た 。
エ

ネル ギー以外の 栄養 素 も不足で あ っ た 。 生活行

動 と血糖値の 現状で は、血糖値 は正常範囲内で

あ っ た。　 （表 3）摂取量 に対 して、エ ネル ギ ーの

消費量 は多 く、 男子 は バ ス ケ ッ ト、 ダ ン ス の ス

ポーツ に 、 女子 は ア ル バ イ ト、 買い 物 等の か ら

だを動 かす ・歩 くと い っ た時間が多か っ た 。 こ

れ か ら の 社会人 と して の 生活 を考える と、健康

管理 面か ら、食事内容の 充実と本人 の 自覚が求

め られる 。

　 また今後の 研究で は、今回よ りも澱粉性 の 食

品で糖質量 の 高い 食事をデザ イ ン して 提供 し、

食後血糖値 を測定 したい と考 えて い る 。

　 予防 と い う場合 、 特 にEBM の 立場 で は 、 数値

と し て は っ きり示 され る こ とが 特に silent 　disease

の 自覚 をうながすに は 求め られる と考える 。 その

ため の 普及の
一

歩 と して 、 現在は採血が当然 と

されて い る 血糖 測定 も、2003 年 フ ラ ン ス で の

“
第181nternational　Diabetes　Federation　Con−

gress
”

の ワ
ークシ ョ ッ プ で は 、 赤外線 に よる非

侵襲型の 測定器 も紹介 されて い る等、軽便な機

器 の 開発に よ っ て 、現在行 き渡 っ て きた 血圧測

定 の ように 、 その 測定器等の 普及に よる血糖 自

己測定の 認識 の
一

般化 で 、 確実 に糖尿病の 予 防

の 普及に つ なが っ て い くと して 期待 して い る 。
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《表 2 》バ イ タル サイ ン に関するア ンケー
ト　 　 （％）

グループ 　 　       平均

項 目

血圧測定あ り

血糖値聞い た こ とあ り

血糖値 関心あ り

血糖値測定経験 あ り

血糖値不明

体温測定あ り

測定値不明

脈拍測定経験 あ り

測定値不明

心拍数測定経験あ り

測定値不 明

64．3　　　　62．5

100　　 100

893　　　　54．2

96．4　　　　16．7

14．3　　　　87．5

89．3　　　　91．7

17．8　　　 0

71．4　　　 79．2

82．1　　　 87．5

53．6　　　　62．5

928 　　　　95．8

£

　
8
　
7
　
4
　
4
　
β

　
8
　
93
　
8
　
β

　

0

679260219678178992531096181590562649768

必

66861180875696
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